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運用報告書（全体版） 

日本株セレクト･オープン“日本新世紀” 

日本株グロース・ファンド 

 

 
 

第42期（決算日：2020年12月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本株グロース・ファンド」は、

去る12月10日に第42期の決算を行いました。ここに

謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2024年12月10日まで（2000年３月31日設定） 

運用方針 

RUSSELL/NOMURA Large Cap Growthインデック
スをベンチマークとし、中長期的に同指数を
上回る投資成果をめざして運用を行います。
マザーファンドを通じて、主としてわが国の
大型・中型株式の中から、収益の成長力が市
場平均に比べて高いと判断される銘柄を厳選
して投資します。株式の実質組入比率は、原
則として高位を維持します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

日本株グロース・ファンド・マ
ザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。このほか、当
ファンドで直接投資することが
あります。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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日本株グロース・ファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 RUSSELL/NOMURA Large Cap Growth 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

インデックス 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

38期(2018年12月10日) 7,549 0 △15.0 160.82 △11.1 98.3 － 519 

39期(2019年６月10日) 7,547 0 △ 0.0 162.48 1.0 97.6 － 492 

40期(2019年12月10日) 8,428 0 11.7 183.90 13.2 97.9 － 531 

41期(2020年６月10日) 8,786 0 4.2 187.92 2.2 93.6 － 533 

42期(2020年12月10日) 10,331 350 21.6 218.47 16.3 98.9 － 522 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） RUSSELL/NOMURA Large Cap Growthインデックスは、RUSSELL/NOMURA 日本株インデックスを構成するインデックスの一つです。

RUSSELL/NOMURA Large Capインデックスは、わが国の全金融商品取引所全上場銘柄の全時価総額（時価総額は全て安定持株控除後）の

98％超をカバーするRUSSELL/NOMURA Total Marketインデックスのうち、時価総額上位約85％の銘柄により構成されています。

RUSSELL/NOMURA Large Capインデックスのうち高修正PBR銘柄により構成されるインデックスがRUSSELL/NOMURA Large Cap Growthイン

デックスです。RUSSELL/NOMURA 日本株インデックスは、Frank Russell Companyと野村證券株式会社が作成している株価指数で、当該

指数の知的財産権およびその他一切の権利は両社に帰属します。なお、両社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、

商品性および適合性を保証するものではなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
     

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 RUSSELL/NOMURA Large Cap Growth 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 インデックス 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2020年６月10日 8,786 － 187.92 － 93.6 － 

６月末 8,755 △ 0.4 184.92 △ 1.6 96.5 － 

７月末 8,627 △ 1.8 180.59 △ 3.9 94.7 － 

８月末 8,928 1.6 190.85 1.6 93.5 － 

９月末 9,203 4.7 195.34 3.9 95.6 － 

10月末 9,208 4.8 191.00 1.6 98.3 － 

11月末 10,645 21.2 220.53 17.4 98.0 － 

(期  末)       

2020年12月10日 10,681 21.6 218.47 16.3 98.9 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本株グロース・ファンド

運用経過
第42期：2020年６月11日～2020年12月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 4 2 期 首 8,786円
第 4 2 期 末 10,331円
既払分配金 350円
騰 落 率 21.6％

（分配金再投資ベース）

日本株グロース・ファンド
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日本株グロース・ファンド

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ21.6％（分配金再投資ベース）の上昇と
なりました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（16.3％）を5.3％
上回りました。

ベンチマークとの差異

新たに誕生した菅政権が引き続き経済政策に注力することにより
安心感が高まったことや、海外における新型コロナウイルスのワ
クチン開発に関する報道などを受けた経済正常化への期待などを
背景に国内株式市況が上昇したことが、基準価額の上昇要因とな
りました。

上昇要因

国内外における新型コロナウイルスの新規感染者数の再拡大や、
徐々に発表が進んだ2020年４－６月期決算が経済活動の停滞を反
映した厳しい内容であったことなどを背景に国内株式市況が一時
的に下落したことが、一時的な基準価額の下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・ 日本電産、東京エレクトロン、エムスリー、ソフトバンクグループ、ソニー
下位５銘柄・・・ アサヒグループホールディングス、日本新薬、ＴＩＳ、リクルートホールディ

ングス、ニチレイ

日本株グロース・ファンド
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日本株グロース・ファンド

第42期：2020年６月11日～2020年12月10日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期首から2020年７月下旬にかけては、国
内外における新型コロナウイルスの新規
感染者数の再拡大や、徐々に発表が進ん
だ2020年４－６月期決算が経済活動の停
滞を反映した厳しい内容であったことな
どを背景に国内株式市況は下落しました。

８月上旬から期末にかけては、新たに誕
生した菅政権が引き続き経済政策に注力
することにより安心感が高まったことや、
海外における新型コロナウイルスのワク
チン開発に関する報道などを受けた経済
正常化への期待などから、国内株式市況
は上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  日本株グロース・ファンド
日本株グロース・ファンド・マザーファ
ンド受益証券を通じてわが国の株式に投
資しております。株式の実質組入比率は、 
運用の基本方針にしたがい概ね95％以上
の高位水準を維持しました。

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
個別銘柄の選別においては、収益の成長
力が市場平均と比べて高いと判断される
銘柄の中から、主力事業で優位性を持ち、
ニュービジネスに対する取り組み姿勢等
に勝る銘柄を厳選し投資を行いました。

成長シナリオの変化、定性評価の修正、
新規投資銘柄候補との相対比較等を勘案
し、組入銘柄の入れ替えを適宜行いまし
た。
組入銘柄数は概ね56～59銘柄程度で推移
させました。キャッシュレス決済市場拡
大の恩恵を受ける「ＧＭＯペイメント
ゲートウェイ」などを新規に組み入れま
した。一方、経済環境の悪化から業績成
長の鈍化が懸念される「アサヒグループ
ホールディングス」などを全株売却しま
した。
期首・期末時点の比較では８銘柄を新規
に買い付け、５銘柄を全株売却しました。

日本株グロース・ファンド
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日本株グロース・ファンド

  日本株グロース・ファンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（16.3％） 
を5.3％上回りました。

マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等のコストがマイナス要因となりました。

マザーファンド保有による要因
プラス要因
業種配分要因： 電気機器をベンチマークに対してオー

バーウェイト、陸運業をベンチマーク
に対してアンダーウェイトとしていた
ことなどがプラスに寄与しました。

銘柄選択要因： 「エムスリー」や「住友金属鉱山」をベンチマークに対してオーバーウェイ
トとしていたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 建設業や輸送用機器をベンチマークに対して概ねオーバーウェイトとしてい

たことなどがマイナスに影響しました。
銘柄選択要因： 「ＴＩＳ」や「資生堂」をベンチマークに対してオーバーウェイトとしてい

たことがマイナスに影響しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2020/６/10 ～ 2020/12/10
0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

※ ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

日本株グロース・ファンド
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日本株グロース・ファンド

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第42期
2020年６月11日～2020年12月10日

当期分配金（対基準価額比率） 350（3.277％）

当期の収益 56

当期の収益以外 293

翌期繰越分配対象額 5,628

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

日本株グロース・ファンド
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日本株グロース・ファンド

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  日本株グロース・ファンド
日本株グロース・ファンド・マザーファ
ンド 受益証券を高位に組み入れる方針で
す。 
株式の実質組入比率についても高位を維
持する方針です。

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
マネジメント力、バリュエーション、中
長期的な成長や収益力改善のためにどの
ような施策に取り組んでいるのかなどを
精査し、強い競争力があり、中長期的な
成長期待が持てる企業を中心に銘柄選別
を行っていく方針です。
当面の株式市況は、新型コロナウイルス
感染の再拡大による経済活動への悪影響

や、米国の政権運営を巡る動向など、不
透明要素が大きいことから方向感が出づ
らい展開を想定します。しかし、新型コ
ロナウイルスのワクチンへの期待が高
まっていることや、再び各国が行動制限
を行っていることもあり、次第に問題は
沈静化していくと考えます。新型コロナ
ウイルス問題が収束に向かうに伴い個人
や企業の活動状況が正常化され、各国の
経済対策も徐々に効果が出てくると考え
ることから、中期的に見れば再び堅調な
経済環境に戻ると想定します。また、菅
新政権においても今後様々な経済対策等
が期待できると考えます。引き続き、株
価のバリュエーションなどに留意し企業
調査を通じて銘柄の厳選を継続する所存
です。

日本株グロース・ファンド
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日本株グロース・ファンド

2020年６月11日～2020年12月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 76 0.824 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (36) (0.384) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (36) (0.384) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 5) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 3  0.037  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 3) (0.037) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 79  0.862  

期中の平均基準価額は、9,262円です。

日本株グロース・ファンド
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日本株グロース・ファンド

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.64％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（投信会社）
0.77％総経費率

1.64％

日本株グロース・ファンド
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日本株グロース・ファンド

○売買及び取引の状況 (2020年６月11日～2020年12月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 20,632 25,852 89,687 122,781 

 
 
 

○株式売買比率 (2020年６月11日～2020年12月10日) 

 

項 目 
当 期 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 4,124,873千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 7,849,706千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.52   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年６月11日～2020年12月10日) 

 

＜日本株グロース・ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株グロース・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,064 381 18.5 2,060 161 7.8 

平均保有割合 6.3%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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日本株グロース・ファンド

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 197千円 
うち利害関係人への支払額（B） 26千円 

（B）／（A） 13.5％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2020年12月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 417,413 348,358 522,189 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年12月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 522,189 95.4 

コール・ローン等、その他 25,360 4.6 

投資信託財産総額 547,549 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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日本株グロース・ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年12月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 547,549,401   

 コール・ローン等 6,516,043   

 日本株グロース・ファンド・マザーファンド(評価額) 522,189,325   

 未収入金 18,844,033   

(B) 負債 25,185,467   

 未払収益分配金 17,696,780   

 未払解約金 3,111,766   

 未払信託報酬 4,369,406   

 未払利息 4   

 その他未払費用 7,511   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 522,363,934   

 元本 505,622,312   

 次期繰越損益金 16,741,622   

(D) 受益権総口数 505,622,312口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,331円 
 
＜注記事項＞ 
①期首元本額 607,776,045円 

期中追加設定元本額 6,266,357円 

期中一部解約元本額 108,420,090円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0331円です。 

 

○損益の状況 (2020年６月11日～2020年12月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      1,471   

 受取利息 31   

 支払利息 △      1,502   

(B) 有価証券売買損益 99,559,426   

 売買益 109,123,358   

 売買損 △  9,563,932   

(C) 信託報酬等 △  4,376,917   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 95,181,038   

(E) 前期繰越損益金 93,572,435   

(F) 追加信託差損益金 △154,315,071   

 (配当等相当額) (  113,510,255)  

 (売買損益相当額) (△267,825,326)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 34,438,402   

(H) 収益分配金 △ 17,696,780   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 16,741,622   

 追加信託差損益金 △154,315,071   

 (配当等相当額) (  113,512,240)  

 (売買損益相当額) (△267,827,311)  

 分配準備積立金 171,056,693   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2020年６月11日～ 
2020年12月10日 

費用控除後の配当等収益額 2,880,706円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 84,768,291円 

収益調整金額 113,512,240円 

分配準備積立金額 101,104,476円 

当ファンドの分配対象収益額 302,265,713円 

１万口当たり収益分配対象額 5,978円 

１万口当たり分配金額 350円 

収益分配金金額 17,696,780円 
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日本株グロース・ファンド

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 350円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2020年12月10日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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